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一 　
　
労
働
金
庫
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
融
資
の
概
要

　・
　

勤
労
者
の
ニ
ー
ズ
が
生
涯
生
活
全
体
を
組
み
込

ん
だ
も
の
へ
と
広
が
り
を
見
せ
る
中
で
、
労
働
金

庫
は
勤
労
者
の
新
し
い
自
主
福
祉
活
動
の
一
つ
と

し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
の
広
が
り
を
展
望
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
九
〇
年
代
後
半
か
ら
一
部
の
労
働
金
庫

で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
職
員
を
派
遣
し
た
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

に
関
す
る
公
開
講
座
を
開
催
す
る
な
ど
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
協
働
を
模
索
す
る
取
り
組

み
が
進
ん
だ
。

　

こ
う
し
た
動
き
を
背
景
に
し
て
、
東

京
（
現
中
央
）、
近
畿
の
二
労
働
金
庫
は
、

日
本
の
金
融
機
関
と
し
て
は
初
め
て
の

Ｎ
Ｐ
Ｏ
向
け
融
資
制
度
で
あ
る
「
Ｎ
Ｐ

Ｏ
事
業
サ
ポ
ー
ト
ロ
ー
ン
」
を
二
〇
〇
〇
年
四
月

に
開
始
し
た
。

　

本
制
度
の
発
足
当
初
は
、
法
令
上
の
制
限
か
ら

福
祉
系
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
み
を
対
象
に
し
て
い
た

が
、
二
〇
〇
二
年
三
月
の
金
融
庁
・
厚
生
労
働
省

告
示
の
改
正
に
よ
り
、
全
分
野
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
を

融
資
対
象
に
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
（
実
務

上
の
取
扱
は
労
働
金
庫
に
よ
っ
て
異
な
る
）。ま
た
、

融
資
対
象
と
な
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
は
、
任
意
団
体

と
し
て
の
事
業
期
間
を
含
め
、
原
則
と
し
て
二
年

か
ら
三
年
の
事
業
歴
が
必
要
と
な
る
。

　

二
〇
〇
二
年
一
〇
月
末
現
在
で
、
北
海
道
、
山

形
県
、
中
央
（
関
東
一
都
六
県
・
山
梨
県
を
営
業

範
囲
と
す
る
）、
静
岡
県
、
東
海
、
近
畿
、
岡
山
、

広
島
県
、
山
口
県
、
九
州
、
沖
縄
県
の
計
一
一
労

働
金
庫
で
本
制
度
は
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
業
態

全
体
で
四
七
件
、
三
億
二
、
八
一
七

万
円
の
取
扱
実
績
が
あ
る
。

　

本
制
度
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
営
利
企
業
に
な
い
強
み

（
先
駆
性
、市
民
の
共
感
に
基
づ
く
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
等
）
を
加
味
し
た
評
価

に
よ
る
融
資
判
断
に
努
め
て
い
る
こ

と
が
特
徴
で
あ
る
。

二 　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
融
資
の
こ
れ
か
ら
の
役
割

　・
　

次
に
、
こ
れ
ま
で
労
働
金
庫
が
行
っ
て
き
た
Ｎ

Ｐ
Ｏ
融
資
等
の
実
践
を
踏
ま
え
、
今
後
金
融
機
関

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
へ
の
融
資
が
地
域
に
果
た
す
役
割
に
着

目
し
て
、今
後
の
課
題
を
い
く
つ
か
述
べ
て
み
た
い
。

　

第
一
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
融
資
は
、
今
後
Ｎ
Ｐ
Ｏ
が
事

業
を
拡
大
す
る
上
で
、
寄
付
や
助
成
等
と
並
ぶ
多

様
な
資
金
調
達
手
段
の
一
つ
と
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

中
に
定
着
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
融
資
を
も
っ
と
利
用
し
や
す
い
も
の

に
す
る
よ
う
制
度
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

　

具
体
的
に
は
、
機
関
保
証
制
度
の
開
発
や
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
が
金
融
機
関
に
対
し
て
必
要
な
情
報
を
伝
え

や
す
く
す
る
た
め
の
技
術
支
援
が
考
え
ら
れ
る
。

　

第
二
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
経
営
能
力
の
向
上
が
求
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
は
広
く
認
識
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
融
資
取
引
は
継
続
的
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
と
な
る
の
で
、

こ
れ
を
活
用
し
て
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
能
力
開
発
に
努
め
る

こ
と
が
、
金
融
機
関
の
リ
ス
ク
管
理
の
観
点
か
ら

も
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
三
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
行
う
事
業
に
は
地
域
に
埋

も
れ
た
ニ
ー
ズ
を
掘
り
起
こ
す
社
会
的
起
業
の
側

面
が
あ
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
融
資
が
こ
う
し
た
起
業
段
階

に
対
応
で
き
れ
ば
、
社
会
的
起
業
を
支
援
す
る
と

い
う
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
は
、
リ
ス
ク
分
散
、
能
力
開
発
等
を

組
み
合
わ
せ
た
起
業
段
階
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
ふ
さ
わ
し

い
枠
組
み
を
、
金
融
機
関
と
Ｎ
Ｐ
Ｏ
中
間
支
援
組

織
等
と
の
協
働
で
構
築
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

　

最
後
に
、「
北
海
道
Ｎ
Ｐ
Ｏ
バ
ン
ク
」
の
設
立
や

「
女
性
・
市
民
信
用
組
合（
Ｗ
Ｃ
Ｃ
）設
立
準
備
会
」

等
に
代
表
さ
れ
る
最
近
の
動
き
を
見
る
と
、
市
民
が

自
ら
の
手
で
新
し
い
金
融
を
創
造
し
始
め
て
い
る
と

捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
今
後
は
こ
う
し
た
市
民
の

動
き
と
連
携
す
る
こ
と
も
射
程
に
入
れ
て
ゆ
き
た
い
。
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